
 

 

 

 

 

 

 

１月 31日（水） 朝礼「そのために」何をすべきか  校長 倉島茂見 
 

 まずは、これを見てください。２

学期終業式で話した、キャリア教育

優良校文部科学大臣表彰の表彰状で

す。１月１１日、東京にて表彰を受

けてきました。この賞状は校長室前

に置いてあったので、見た生徒もい

るかと思います。また、じっくり見

に来てほしいなと思っています。ま

た、新聞にも紹介され、保護者や地

域の方、他の学校の先生など、多く

の方からお祝いの連絡をいただきま

した。大変嬉しいことです。 

 繰り返しになりますが、何に対し

て表彰を受けたかというと、本校が

取り組んでいる志タイムを始めとす

る「こころざしをもち、たくましく生き抜く生徒の育成」のための教育やその成果に対してです。

成果とは、君たちの姿です。みんなでとったこの表彰を、みんなの誇りとして、今までどおり

「志」を大切にした学びを続けていきましょう。 

 実は、この表彰があってのことかわかりませんが、新潟県の中学校の校長先生から電話がかかっ

てきて、豊田中の教育のことについて教えてほしいと依頼がありました。来月本校においでになり

ます。また、静岡大学と常葉大学の先生方からも、豊田中に行きたいと依頼がありました。これは

来年度になりそうですが、とにかく、注目されていることに間違いありません。嬉しいことです。 

 １／２９（月）には、２年生の立志式学級発表会、１年生のこころざし発表会を見せていただき

ました。昨年３年生が先輩授業で立派な姿を見せてくれましたが、２年生も１年生も自分なりの志

を自分の心の中で着実に育んでいることがわかり、大変嬉しく思いました。また、真剣に語る姿、

それをまた真剣に聴く姿が、どのクラスにもあり、感心しました。真剣な話を真剣に聴く、その真

摯な姿勢は、人として大切なことです。それが一緒に育っていることも嬉しく思いました。 

 どの学年の生徒も、その志を大切にし、そして実現に向け、努力を重ねていってください。 

 

 先日、新聞で、リオ・オリンピック バトミントン 銅メダリスト 奥原希望（のぞみ）選手の

記事を読みました。奥村選手の家の壁には、署名人の名言や奥村選手自身の目標や抱負がたくさん

貼ってあるそうです。小学校の頃、親との約束事を忘れないように紙に書いて貼ったのが始まりだ

そうですが、小学校３年で「全国大会ベスト８」と書き、結果３位。以来、目標を達成できなかっ

たのは、けがをした高校３年生の時以外ほとんどないそうです。毎年目標を達成する秘訣はという

と、ただ目標を書くだけではなくて、「そのために」何をすべきかをいつも考え、目標の脇に書き込

むのだそうです。「そのために」を考えるから、日頃やるべきことがパッと思いつくそうで、習慣に

なっていることがわかります。 

 どうでしょう？皆さんも、志を実現するために、 

・それを紙に書いて貼る 

・「そのために」何をすべきか考えて、書き加える 

これを実行してみてはどうでしょうか？ 以上、お話を終わります。 
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次世代水素教育プロジェクト 水素エネルギー出前実験教室 
 

１月16日（火）、ＨＯＮＤＡとリバネスが主催する「次世代水素教育プロジェクト 水素エネル

ギー出前実験教室」を豊田中学校の３年生を対象に行いました。生徒は、ＨＯＮＤＡとリバネスの開

発担当者から化石燃料の社会的課題と次世代エネルギー水素の可能性、水素社会の実現に向けた取組

について、体感実験を交えながら講話を聞きました。 

さらに、赤松電気による燃料電池車クラリティ FUEL CELL による発電の実演を見学し、現実に

実用化されている技術であることを学びました。 

企業のもつ最新の知識や技術に触れることにより、環境にやさしい未来型エネルギーについて、

生徒の関心が高まったようです。                     

 

１月29日(月)１年生 志レポート学級発表会、２年生 立志の式学級発表会 
 

  総合的な学習の時間では、１年生は今まで活動してきた“ようこそ先輩”“地域探訪”“先輩授

業”について「志レポート」にまとめました。２年生は“立志の式”に向けて冬休みから作文を書

きました。１月 29日（月）には、１年生、２年生共に各学級で発表会を行いました。各クラスに

は３年生が駆けつけ、発表会を見学し、感想を寄せてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２日（金）１年生 志レポート学年発表会（体育館） 
 

１年生は学級代表に選出された８人が学年で発表会を行いました。代表の発表者からは、分かりや

すく発表しようという志が伝わってきました。話し手の志が聞き手の志をさらに成長させる場となり

ました。 

企業の研究担当者から説明を

聞いています。 

水素ガスで発電ができること

を確かめています。 

燃料電池車から電気を取り出

すところを、見学しています。 

 

レポートを映して発表しました 
 

お互いに感想を伝え合って，発表しました 

 

１年生 志レポート学級発表会 

 
２年生 立志の式の作文学級発表会 

 


